
第
十
五
番
　
安
海
寺

我
が
寺
の
参
拝
者
接
待
法

　
　
　
＊
団
体
の
場
合

①
寺
横
の
住
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
バ
ス
を

駐
車
。
ま
ず
、
御
苑
の
楽
寿
観
音
様
に
お
参

誤

り
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
般
若
心
経
、
十
句
観
音
経
、
楽
寿
観
音
真

　
言
の
読
経
（
住
職
、
先
達
同
行
の
時
は
読

　
経
の
進
行
を
お
任
せ
す
る
）

・
御
苑
（
仏
様
）
の
説
明

②
ト
イ
レ
等
　
用
を
す
ま
し
、
本
堂
へ
入
堂
、

着
座
。

・
前
も
っ
て
達
絡
の
あ
っ
た
人
数
分
の
座
布

　
団
、
椅
子
を
用
意

③
般
若
心
経
、
本
尊
（
阿
弥
陀
如
来
）
真
言

を
参
拝
者
と
共
に
読
経
、
「
家
内
安
全
・
息
災

延
命
・
所
願
成
就
」
を
祈
願
す
る
。

④
参
拝
者
に
挨
拶
、
法
話
。

・
朱
印
の
枚
数
、
出
発
時
間
は
前
も
っ
て
達

　
絡
が
あ
る

・
綴
じ
込
み
の
朱
印
は
日
付
を
記
入
し
前
も

　
っ
て
準
備
で
き
る
が
、
掛
軸
・
お
い
づ
る
等

　
到
着
さ
れ
て
か
ら
し
か
で
き
な
い
も
の
が

　
あ
る
と
き
は
大
変
で
す
。
幸
い
住
職
・
老

　
僧
の
二
人
で
役
割
（
法
話
担
当
・
朱
印
担

　
当
）
を
分
担
す
る
の
で
、
何
と
か
焦
ら
ず

　
に
お
迎
え
で
き
ま
す
。

・
法
話
　
寺
の
縁
起
（
日
本
最
初
の
渡
来
僧

恵
便
法
師
ゆ
か
り
の
寺
）
・
襖
の
書
・
時
々

の
思
い
　
等

恵便法師　像

⑤
茶
菓
は
寺
族
の
担
当
。
（
時
に
は
添
乗
員
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
配
布
）

・
楽
寿
せ
ん
べ
い
（
安
海
寺
特
注
の
卵
せ
ん

　
べ
い
）

・
参
拝
記
念
品
　
百
円
～
二
百
円
程
度
　
朱

　
印
代
を
超
え
る
時
も
あ
る
　
運
転
手
・
ガ

　
イ
ド
分
も
用
意

　
一
～
二
業
者
か
ら
購
入
打
診
の
電
話
が
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